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1.は じめ に

不 食 ・過 食 とい った摂 食障害 が、近年 、 こ とに先 進諸 国 におい て、著 しい増加 傾 向 を
ユの っ　の リヨ　　り　 ラ

示 して い るこ とは大方 の指摘 す る とこ ろで あ る。 その一 方で 、本格 的 な医療 ルー トにの

るこ との な い、いわ ばsubclinica1な 状態 の ものが広 く一般 に潜 在す る可能性 は きわ めて

高 い。 こ う した傾 向 の背後 に、現 代社 会の さま ざまな変 質 とい った もの が大 きな影 を落

として い るこ とは い うまで もない。お よそ300年 前 に初め て記載 され た本症 は、その 後の

社 会的文 化的 な修 飾 を受 けて現 在 に至 って いるが、 その 中心 を しめ る問題 は肥満恐怖 と

身体 イ メー ジの混乱 に ある。 この二つ の本 質的 な特 徴 が、現 代社 会の変容 とどの よ うな

関連 にあ るの か とい った実 証的 な検討 は 、本症 の近年 にお け る著増 傾 向 を解 明 し、 この

病 態 に対 処す る一 つの手 がか りを示 して くれ る もの であ ろ う。今 回、 本症 の好 発年 齢 に

あた る青年 期 女子 に対 して、 食行動 と身体 イメー ジに関す る調査 を行 い、若干 の知 見 を

得 たの で報告 す る。

II.対 象 と方法

調査対 象 と したの は、大手 前女子 大学1回 生の うち調査機 会 の得 られ た もの223名 で、

その うちわけは、 史学科90名 、美学 美術 史学科56名 、英米文 学科77名 で ある。

調査 方法 は、新 た に作 成 したEAT(EatingAttitudesTest)の 日本語版 と、それ に

身体 イ メー ジに関す る8項 目を加 えた調査 用紙(資 料)を 使用 し、講 義時 間中 に、 あ ら

か じめ 調査 の 目的 と内容 につ いて十 分 に説明 を行 った上 で、 これ らの 調査 用紙 を配 布 し、

無 記名 回答 を求 め、 その場 で回収 した。
　ヨ　

EATは 、AnorexiaNervosaの ス ク リー ニ ン グテ ス トとして 、GarnerとGarfinkleに

よって開 発 され た(1979)も ので 、摂 食態度や やせ願 望 な どの調 査 を主体 に した質 問方

式の テ ス トで あ り、40項 目の質 問か ら構成 され て いる。それ ぞれ の質 問 に対 して、「いつ
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表1.EAT各 項 目の得点 と有得点者の しめる割合

0点

*1)人 と一 緒 に 食 事 を す る の が 好 きで あ る 。187

2)自 分 で は 食 べ な い の に 人 の た め に 食 事 を 作 っ て あ げ る 。186

3)食 事 の こ と を 考 え た だ け で 不 安 に な る 。207

4)太 りす ぎ る の が 恐 い 。90

5)空 腹 で も 食 べ な い よ う に して い る 。205

6)食 べ 物 の こ とで 頭 が 一一杯 で あ る 。188

7)止 め ら れ な い ほ どム チ ャ 食 い し た こ とが あ る。187

8)食 べ る と き は 小 さ くき ざ ん で 食 べ る 。204

9)自 分 の 食 べ る もの の カ ロ リー は よ く知 っ て い る。201

10)炭 水 化 物 の 多 い 食 べ 物(パ ン 、 ポ テ ト、 ご 飯 な ど)は210

特 に 避 け て い る。

11)食 事 の 後 は 満 腹 感 を感 じ る。35

12)人 は 私 が もっ と食 べ た ら よ い と思 って い る よ うだ 。192

13)食 べ た 後 で 吐 く。220

14)食 べ た 後 ひ ど く気 が とが め る 。194

15)も っ とや せ た い とい う思 い に 夢 中 に な っ て い る 。136

16)カ ロ リー を 消 費 す る た め に 一 生 懸 命 運 動 して い る 。203

17)一 日に 何 回 も体 重 を 測 る 。213

*18)体 に ぴ っ た り と 合 う服 が 好 き で あ る。34

*19)肉 類 を 食 べ る の が 好 き で あ る。131

20)朝 早 く起 き る 。147

21)毎 日同 じ もの を 食 べ て い る 。177

22)運 動 を す る時 は カ ロ リー の 消 費 の こ と を 考 え て い る 。193

*23)規 則 正 し く生 理 が あ る 。125

24)自 分 は や せ 過 ぎ だ と 人 に思 わ れ て い る 。201

25)体 に 脂 肪 が つ い て い る とい う思 い で 頭 が 一 杯 で あ る 。132

26)食 事 の 時 間 が 人 よ り長 い 。170

*27)レ ス トラ ン で 食 事 を す る の が 好 き で あ る 。82

28)下 剤 を 飲 ん で い る 。219

29)砂 糖 の 入 っ た 食 べ 物 を避 け て い る 。201

30)ダ イエ ッ ト食 品 を 食べ て い る。216

31)一 日中 食 べ 物 の こ とが 中 心 に な っ て い る よ うに 思 う。185

32)食 べ 物 に つ い て は 自 制 心 を 発 揮 し て い る。183

33)人 は 私 に 無 理 に 食 べ させ よ う と し て い る よ うに 思 う。210

34)食 べ 物 の こ と を 考 え る の に 時 間 を と り過 ぎて い る。208

35)便 秘 して い る 。148

36)甘 い もの を 食 べ た 後 は イ ラ イ ラ す る 。217

37)ダ イ エ ッ トに 夢 中 に な っ て い る。194

38)空 腹 で い る の が 好 き で あ る。215

*39)食 べ た こ との な い よ う な こ っ て り と し た もの を 食べ て37

み る の が 好 き で あ る。

40)食 事 の 後 で 吐 き た い 衝 動 に か られ る。
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もそ うだ」「非常 に よ くある」「よ くあ る」「そん な時 もあ る」「め った に ない」「一度 もな

い」 の6段 階 で回答 を求め 、回 答に応 じて、AnorexiaNervosa傾 向 の強 い もの か ら順

に、3点 か ら0点 までの得点 が 与 え られ る。40項 目の うち、no.1、no.18、no,19、no.

23、no.27、no.39の6項 目では、L度 もない」を3点 、「め ったに ない」を2点 、「そん

な時 もあ る」を1点 と し、残 りの回答 を0点 とす る。 それ以 外の34項 目で は、逆 に、 「い

つ もそ うだ」 を3点 、 「非 常 に よ くあ る」 を2点 、 「よ くあ る」 を1点 と し、残 りの 回答

を0点 とす る。 それ ぞれ の項 目ご とに得点 分布 を調べ 、 また、 これ らの得 点 を加 算 して

EAT得 点 を求め る と ともに、有 得点 者の しめ る割合 を求 めた。また、Bulimiaの 診断 基

準 に関係 す ると思 われ る、む ちゃ食い、 自己誘 発性嘔 吐 、下剤 の使用 な どの異常 食行 動

項 目につ いての分析 を行 った。

身体 イメー ジに関 しては 、現 在 の身長 ・体 重、現 在の 身長 に なってか らの体 重の変 動 、

現 在 の体 重 に対 す る 自己評価 、お よび理 想 とす る体 重 につ いて調べ た。 また、 身長 と体

重か ら、Brocaの 変 法 であ る桂 法 〔(身長 一100)×0.9〕 に よって標 準体 重 を算 出 した。

調査 時期 は、1991年5月 で ある。

III.結 果

EAT40項 目すべ ての得点 分布 と平均得 点 、お よび1点 以上 の得 点 を得 た ものの割 合 を

表1に 示 した。これに よ る と、もっ と も高 い得 点 を示 した項 目はno,11「 食事 の後 は満腹

感 を感 じる」(1.73)で あ り、つ い で、no.18「 体 に ぴ っ た り と合 う服 が 好 きで あ る」

(1.57)、no.39「 食べ た こ との ない よ うなこ って りとした もの を食べ てみ るのが好 きであ

る」(1.48)、no.4「 太 りす ぎるの が恐 い」(1.29)と い った項 目が高 い得 点 を示 した。

逆 に、もっ とも低 い得点 を示 した項 目はno.13「 食べ た後で吐 く」(0.02)で あ り、no.28「下

剤 を飲 んで い る」(0.03)、no.36「 甘 い もの を食べ た後 は イ ライラす る」(0.03)、no.30「 ダ

イエ ッ ト食 品 を食べ て い る」(0.04)、no.17L日 に何 回 も体 重 を測 る」(0.05)、no.40「 食

事 の後 で吐 きた い衝動 にか られ る」(0.05)と い った項 目が低 い得 点 を示 した。

つ ぎに、40項 目の得 点 を全 て加算 し

表2.EAT得 点

学科 人数 EAT得 点

史学科 90 15.7±6.4

美学科 56 15.9±9.2

英文科 77 14.5±9.3

合計 223 15.5±8.2

mean±SD
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てEAT得 点 を算 出 し、 その平 均値 を

求 め た(表2)。 これ に よる と、全体 の

EAT得 点 の平 均 値 は15.5で あ った。

学 科別 で は、史学科 が15.7、 美学科 が

15.9、 英文科 が14.5で あ り、学科 間 に

差 は み られ なか った。また、EAT得 点

分 布 を表3に 示 した が、約半 数 の もの



表3.EAT得 点分布

食行動 と身体イメージ

EAT得 点 人数(%)

0～9 52(23.3)

10～19 124(55.6)

20～29 30(13.5)

30～39 12(5.4)

40～49 5(2.2)

は10点 か ら19点 の範 囲 に分布 して お り、
ユヨ　

Garnerら に よ っ てAnorexiaNer-

vosaと 正 常 対 照 群 を分 け る臨 界 点 と

され る30点 以上 の得 点 を示 した もの は

17人(7.6%)で あ るこ とが わか った。な

お、最 高 得点 は48点 で、最 低得 点 は1

点 で あ った。

異常 食 行動 につ い てみ る と、no.7

「止 め ら れ な い ほ ど む ち ゃ 食 い し た こ と が あ る 」に 対 し て は
、 「い つ も そ う だ 」が4人(1.8

%)、 「非 常 に よ くあ る 」 が5人(2.2%)、 「よ くあ る 」 が27人(12.1%)で 、 む ち ゃ 食 い

を し た こ と の あ る 学 生 は16.1%に お よ ん だ 。 ま た 、no.13「 食 べ た 後 で 吐 く」 に 対 し て

は 、 「い つ も そ う だ 」 と 答 え た も の は な く 、 「非 常 に よ く あ る 」 が1人(0.4%)、 「よ く あ

る 」 が2人(0.9%)で あ り、 自 己 誘 発 性 嘔 吐 が あ る と 判 定 さ れ る も の は1.3%で あ っ た 。

一 方
、no.40「 食 事 の 後 で 吐 き た い 衝 動 に か ら れ る 」の 質 問 に 対 し て は 、 「い つ も そ う だ 」

が2人(0.9%)、 「非 常 に よ く あ る 」 が(0.4%)、 「よ く あ る 」 が3人(1.3%)で あ っ

た 。 ま た 、 下 剤 の 使 用 に つ い て は 、 「非 常 に よ く あ る 」 が2人(0.9%)、 「よ くあ る 」 が

2人(0.9%)で 、1.8%の も の に 下 剤 の 使 用 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 「食 べ た 後 ひ ど く 気 が

と が め る 」の 質 問 で は 、 「い つ も そ う だ 」が4人(1.8%)、 「非 常 に よ く あ る 」が11人(4.9

%)、 「よ く あ る 」 が14人(6.3%)で 、13.0%の もの が 食 後 の 自 己 卑 下 を 訴 え て い る こ と

が わ か っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 む ち ゃ 食 い ・自 己 誘 発 性 嘔 吐 ・下 剤 の 使 用 ・食 後 の 自

い

己卑 下 な い し抑 うつ 気分 とい った、DSM-IIIのBulimiaの 診 断基準 を満 た してい る可能

性 が高 い と考 え られ る もの は4人(1.8%)で あ った。

また、no.4「 太 りす ぎるのが 恐 い」 と答 え た もの は59.6%で あ り、no.25「 体 に脂肪

が つ いて い る とい う思 いで頭 が一杯 で あ る」 と考 え る もの は40.8%と 、 肥満 に対 す る強

い恐れ が うかが えた。それ と同時 に、no.15「 も

表4.身 長 ・体 重 ・肥 満 度

平均 身長(cm) 158.9±4.8

平均体重(kg) 52.1±7.4

最高体重(kg) 54.8±7.8

最低体重(kg) 48.8±7.2

理想体重(kg) 47.1±4.0

標準体重(kg) 53.0±4.3

標準肥満度% 98.3%

mean±SD

っ とやせ た い とい う思 い に夢 中 に なって い る」

とす る もの39.0%、no.37「 ダ イエ ッ トに夢 中 に

な ってい る」もの13.0%、no.32「 食べ 物 につ い

て は 自制 心 を発 揮 して い る」 と答 え た もの が

17.9%と 、や せ 願望 が一般 学 生 の中 に広 く存在

す る こ とが 示 唆 され た。生 理 につ い て は、no.

23「 規 則正 し く生理 が あ る」に対 しては 、「一 度

もない」が6人(2.7%)、 「め った にな い」が27

人(12.1%)、 「そん な時 もあ る」が65人(29.1
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表5.肥 満度分布

食行 動 と身体 イメー ジ

月巴満度(%) 人数(%)

85〈 25(11.2)

85-〈100 116(52,0)

100-〈110 52(23.3)

110-<120 15(6.7)

≦120 15(6.7)

表6.理 想 とする肥満度

理 想 的 肥 満 度(%)

85〈

85-<100

100-<110

110-〈120

≦120

人 数(%)

62(27.8)

147(65、9)

14(6.3)

0(0.0)

0(0.0)

体重に対する評価 人数(%)

非常 にやせている 3(1.3)

少 しやせ ている 11(4.9)

ち ょ う ど よ い 48(21.5)

少 し太 っている 111(49.8)

非常 に太っている 50(22.4)

%)で 、43.9%の もの が生理 の不順 を訴 え ていた。

身長 、体重 な どの 身体 イ メー ジにつ いての結 果 は表4に 示 した。 これ に よる と、平均

身長 は158.9cm(最 低147cm～ 最高172cm)、 平 均体 重は52.1kg(最 低39kg～ 最 高90

kg)で あ った。これ らの値 か ら桂 法 に よって算 出 され た標準体 重 は53.Okgと な り、肥満

度 の平均 値 は98.3%と な った。 また、 自分 の 「理 想 とす る体 重 」は47.1kgで あ った。 肥

満 度 の分布(表5)に お いて は、標 準体 重 の85%～100%の ものが52.0%と もっ とも 多

く、標 準体 重 に対 して85%以 下のや せ は11.2%で あ り、全体 として標 準体 重 以下 の もの

は63,2%で あ るこ とが分 か った。 こ

表7・ 体重に対する評価 れ に対 して
、20%以 上 の肥満 は6.7%

で あ った。 つ ぎに、 自分 の望 む理 想

体 重 につ いて は(表6)、 標 準体 重 の

85%～100%と した もの は65.9%で

もっ と も多 く、標 準体 重の85%以 下

の体 重 を望 む もの は27.8%で あ り、

全体 で93.7%の ものが標 準体 重以下

表8.体 重 別 に よ る 身 体 イ メー ジ

肥満度(%)

身体 イメー ジ

85〈 85-〈100 100-〈110 110-〈120 ≦120

非常にやせ ている 3(1.3) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)

少 しやせている 7(3.1) 4(L8) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)

ち よ う ど よ い 14(6.3) 34(15.2) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)

少 し太 っている 1(0.4) 69(30.9) 32(14.3) 7(3.1) 2(0.9)

非常 に太 っている 0(0,0) 9(4.0) 20(9.0) 8(3.6) 13(5,8)
　

数値 は人数(%)
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の体 重 を理 想 として い る こ とが わか った。 また、現 在の 身長 にな ってか らの体 重変 動 の

平均 は6.Okg(±3.6)で あ り、最 大 は24kg、 最低 はOkgで あ った。

「自分 の体 重 をどの よ うに感 じて い るか」 につ いて は、 「少 し太 って い る」 と答 えた も

の は49.8%、 「非常 に太 って い る」と答 えた もの は22.4%で 、72.2%の 学 生 が 自分 を太 っ

て い る と感 じて い るこ とがわ か った(表7)。 しか し、実際 には、表8の よ うに体 重 別 に

自分 の体 重 を どの よ うに感 じて い るか を調べ て み る と、 太線 よ り下の 全体 で50.7%の 学

生 が 自分 の体 重 を過大 評価 してお り、体 重 が標 準体 重以 内 であ って も、 多 くの もの が 自

分 を太 って い る と感 じて い る こ とが わか った。

w.考 察

1)AnorexiaNervosaに つ いて

AnorexiaNervosaに 関す る最 初 の記載 は 、今 か ら約300年 前 、RichardMortonの2

例 の報告(1694)に 始 まる。彼 は 、本症 に対 して<nervousatrophy>と 命 名 し、悲 哀 と

不安 をその 原 因 とした。 その 後 、 ロ ン ドンのWilliamGull(1873)が 拒 食 とるいそ うを

示 す女性 に対 して 、〈AnorexiaNervosa>の 名称 を提 唱 し、 それ以 来、 すで に1910年 代

まで に、本 症 の主要 な特 徴 はほ ぼ完 全 に記述 され つ くされ る こ とに な るが 、そ の本態 は

現 在 にお い て もなお不 明 で ある。た とえば、 その成 因につ いて も、MortonやGullの 心

因論 の後 、1914年 のSimmondsの 下 垂体 機能 低下 説 に よ って しば ら く身体 因が 重視 され

る時期 が続 くこ とにな る。 しか し、1950年 頃 に なる と、本症 は下 垂体疾 患 とは別次 元 の
ユ　く

問題 と考えられ るよ うにな り、再び心因説が息を吹 き返 し、現在では、笠原 らの指摘す

るように、内分泌学 ・生化学的な研究 も視野に入れた心 身統合的な見方が支配的な時代

に入ったといえよ う。た とえば、

表9.H・lmiに よ るAn・ ・exi・Nerv・ ・aの 診 断 騨MUII詩 は 、 ・月巴満 へ の 基 本 的 な 不

〔必須症状〕

1)体 重 を減 らそ うとす る行動

2)食 物の奇妙 な取 り扱い方

3)体 重減少

4)体 重増加への強い恐怖

5)身 体像の障害

6)女 性の場合の無 月経

〔副次症状〕

1)病 気であることの断固 とした否認

2)治 療へ の無関心 ないし抵抗

3)病 前の中程度の肥満

4)強 迫的行動、発達遅滞、性への関心

低下 など。

安 を持 ち、摂 食拒否や嘔吐 によっ

て無理に体重を減 らそ うとす る思

春期、青年期女子の心的疾 患」 と
わ

定 義 し、Brautigamも ほぼ 同様 に、

「ほ とん ど思 春期 の女 子 にの み 限

って発症 す る、精 神的 に動機 づ け

られた過 度 の体 重減 少で あ り、 こ

れ は栄養 摂取 に対 す る嫌 悪 と、や

せ た い とい う意 識的 な願望 に基づ

くもので あ る」 として い る。 こ う
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表10.DSM-IIIに よ るAnorexiaNervosaの 診 断 基 準

1>肥 満に対す る極端 な恐れ。これ は体重 が減少 し

て いって も軽減 されない。

2)bodyimageの 障害。たとえば、やせ細 っていて

も 「太 っている と思 う」 と主張する。

3)も との体重か ら少な くとも25%以 上の体 重減少。

18歳 未満の場合は、 もとの体重か らの体 重減 少

と発育表か ら期待 され る体重増加 が合わせ て25

%に なる。

4)年 齢 と身長 に対する正常体重の最低限 を超 える

体重 を維持す ることの拒 否。

5)体 重減少 を説明するにたる身体疾患が見いだ さ

れないこと。

表11.末 松 ら に よ るAnorexiaNervosaの 診 断 基 準

1)標 準体重の20%以 上のやせ

2)3カ 月以上の持続

3)発 症年齢が30歳 以下

4)女 性 であるこ と

5)無 月経

6)食 行動異常(多 食、隠れ食いなど)

7)体 重 に対する歪んだ考 え(や せ願望)

8)活 動性充進

9)病 識の乏 しさ

10)除 外規定:器 質的疾患、分裂症、 うつ病 、

単 なる心因反応

全 項 目 を 満 た す もの 中 核 群

1)、2)、10)を 満 た す もの:辺 縁 群

ユ　

(1980)(表9)ら を経 てDSM-III(表10)に 至 るこ とに なる。 わが 国 にお いて も、下 坂や
　　　

藤 本 らの 、「食欲 不振 、や せ 、無 月経 、高 度 のやせ に もか か わ らず保 たれ る活動性 、病識
ヨらラ

欠如」 を示 す もの を 中核 群 、 それ以外 を非 中核 群 とす る2分 法 や、 末松 ら(表11)の 、

中核 群 と辺 縁群 とに分 け る2分 法 の試 み な どがみ られ る。いずれ に して も、「強 いやせ 願

望 、体重 が減 少 して も軽減 され る こ との な い肥 満へ の極 端 な恐 れ、 それ にむ す びつ いた

身体 イ メー ジの 歪み 、 自分 で 自分 を コン トロー ル しよ う とす る強 迫 的 なあが き、身体 に

不 釣 合 い な活動性 の 充進」 とい った ものが 中核群 の特 徴 として重 視 され て い る。

一 方
、 こ うした動 きに平 行 して、近 年 、過 食 に対 す る注 目が集 ま る よ うに な っ た。

AnorexiaNervosaの 患者 にお いて も、 その経過 中に一過 性 に過 食 し、 その あ とそれ を

後悔 して嘔 吐 した り、 ときには下剤 を使 用 す る ケー スにつ いては 昔か ら記 載 され て いた

した主に心因論に立つ ドイツ語

圏の定義 に対 して、英語圏では、
　ラ

た と え ば 、Kaplanは 、 「Anor-

exiaNervosaは 、体 重 減 少 をめ

ざ した行 動 、食物 を扱 う奇 妙 な

バ ター ン、体 重増加 に対 す る強

い恐怖 、bodyimageの 障害 、女

性 にあ って は無 月経 に よ って特

徴づ け られ るJと しなが ら も、

「思 春期 の 身体 的 な変 化 に よ っ

て引 き起 こされ る性 的 社会 的緊

張 を原 因 とす る、 食物 に対 す る

恐怖 的 反 応」 と述べ 、器 質 的原

因の関 与 につ いて も言 及 して い

る。

と こ ろ で、AnorexiaNer-

vosaを 分 類 し、その輪 郭 をよ り

明確 に しよ う とす る動 きは、 す

で に1900年 代 よ りさ ま ざまに行
　ゆ

わ れ て き た 。 た と え ば 、King

らラ 　　

(1963)、Bruch(1965)、Dally

(1969)ら の 診 断 基 準 の 設 定 の 試

　ユ　

み は 、 や が て 、Feighner

ヨヨ　 　　　

(1972)、Spitzer(1975)、Halmi

30)
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が、過食を無食欲症の部分症状 とせず、一つの症候群あるいは中核群の一亜型 として取

り上げ られ ようになったのは最近のこ とである。過食例 と不食例 との対照研究 を最初に
　う

報告 したの は オー ス トラ リアのBeaumontら で あるが 、彼 らは、 もっぱ ら減 食 と激 しい

運 動 で減量 して いる減 食者(dieter)と 、 これ に加 えて 自己誘 発1生嘔吐 や下 剤の 使 用 に よ

って減 量 して い る嘔 吐者 と下剤 使用者(vomiterandpurger)の2群 に分 割 して い る。
　　

英 国 のRusse1は 、 さらに一 歩進 めて 、① 抵 抗不 能 な衝動 に よる過 食、② 過 食後の 自己誘

発性嘔 吐 または下 剤の使 用 、③ 肥満 す る こ とへ の病 的 な恐 れの 存在 、 を診断 基準 に あげ

て 〈Bulimianervosa>と い う概 念 を提 唱 した。 これ ら諸報告 の要 点 は 、過 食者 は不 食者

よ り年 齢 が高 く、性 格 は外 向的 ・衝 動的 で 、精 神 面 では抑 うつ ・不安 傾 向 が強 く、 しか

も性 的 には活 発 で、 しば しば性 的放縦 、薬物依 存、 自傷 行為 、 自殺 企 図が み られ る とい

った、不 食者 とは異 な った特徴 が み られ る とい うこ とで あ る。 こ う した不 食者 との 相違

点 の存在 は 、〈摂 食 障害〉 とい う上 位 の カ テ ゴ リー を必 要 とさせ る こ と とな り、 た とえ
ユ ノ

ば 、DSM-III(1980)に お い ては、摂 食障害(EatingDisorders)の 概 念の も とに、 神経

性 無 食欲症(AnorexiaNervosa)と 大 食症(Bulimia)が 並 列 され る よ うに な り、現在

に至 って い る。

ところで 、摂 食障 害の 近年 の増加 につ いて は大方 の指 摘す る ところで あ る。 た とえば、
　

Wi11ら は 、チ ュ ー リ ッ ヒ に お け るAnorexiaNervosaの 発 現 率 の 時 代 的 推 移 に つ い て 報

告 し て い る が 、 こ れ に よ れ ば 、1956年 ～1958年 で は 人 口10万 あ た り0.38、1963年 ～1965

年 で は0.55、1973年 ～1975で は1.12と 、 有 意 な 増 加 を 示 し て い る 。 わ が 国 に お い て も 、

　ヨ　
た とえば 、厚生 省特 定疾 患研 究班 の調 査 に よる と、医療 機 関 を訪 れ たAnorexiaNervosa

の患 者数/施 設 数 を1976年 と1981年 で比較 してみ る と、外 来 患者 数 は8.1例 か ら16.0例

に 、 入院 患者数 は2.8例 か ら4.5例 へ と倍増 して い るこ とがわ か る。 しか し、 こ う した結

果 は、患 者数 の増 大 に よる もの なの か 、 または単 に 医療 機 関の 増加 に よ って もた ら され

た診療 機 会 の増大 に よる もの なの か、 あ るいは 診断 基準 の明確 化 に よって 患者数 の拡 大

をみた に過 ぎないの か、 といった よ り詳 細 な検討 が必 要 となろ う。

2)EATに つ い て

EATは 、 カ ナ ダ のGarnerら に よ っ て 開 発 さ れ た 、AnorexiaNervosaの ス ク リ ー ニ

ユ　う

ン グテ ス トで あ る。Garnerら(1979)は 、女 性 のAnorexiaNervosa患 者(AN)33名

(平均22.4歳)と 女 子大 生の 正常対 照 群(NC)59名(平 均21.8歳)に 対 してEATを 実施

した。その 結果 、ANの 平均 得 点 は58.9、NCの 平均 得点 は15.6で 、両 群の 得点 分布 は ほ

とん ど重 な る こ とな く、ANで は30点 以 上 に、NCで は30点 以 下 に分 布 した。 これ に よ

り、 彼 らは、EATがAnorexiaNervosaの ス クリーニ ン グと して有 効 で あ る とし、 ま
ユ　 　

た 、ANとNCを わ け る 臨 界 点 を30点 と し た 。 翌 年(1980)、Garnerら は 、 ダ ン ス 専 攻
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の 学 生183名(18.6歳)、 モ デ ル 専 攻 の 学 生56名(21.4歳) 、 一 般 女 子 大 生81名(21.5

歳)、AnorexiaNervosa患 者68名(23.2歳)の4群 を 対 象 にEATを 行 い 、EAT得 点

ユリ

は、ANは58,3、NCで は15,4で あ った と報告 して い る。1982年 に も、AN160名 、女 子大

生 のNC140名 を対 象にEATの 追 試 を行 い、ほ ぼ同様 の結 果 を得 て、EATの 有 効性 を確
の

認 して い る。 一一方 、Buttonら(1981)は 、英 国の 大学 生578名(女 子446名 、 男子132名)

とAN14名 に対 してEATを 実施 し、女子 大学 生(17.3歳)は12,0、AN(21.3歳)は43.1

の結果 を得 たが 、女子 大生446名 の 中 にANの 得 点分 布 内 に入 る高得 点者 が28名(6 .3%)

み られ た。 そ こで、 これ ら高得 点者28名 と、新 た に無作為 に選 ば れ た低 得 点 の対照 者28

名 に対 して詳 細 な面接 を行 った結果 、高得 点者 で はそ の全 て にAnorexiaNervosaに 特

徴 的 な症状 が み られ た とし、これ よ り、青 年期 女子 の約5%にAnorexiaNervosaのsub一

ヨ　リヨ　　

clinicalな 状態 の もの が 存在 す る可 能性 を報 告 して い る。 また 、わ が国 で は、 末松 らが、

AnorexiaNervosaの 中 でず っ と不 食に とど ま って い るrestrictersと 過 食 に な って し

まったbulimics、 非 行 少女 、糖 尿病 患 者 、それ に10代 の女 子 高校 生 と20代 の女 子大 生 の

対 照群 の6群 を対 象 にEATを 行 って い る。彼 らの 調査 で は、サ ンプル数 も少 な く、また

本 調査 と得 点方 法 が異 な るため 、単純 な比 較 は 困難 で あ るが、女 子大 生 のNC群 の み が

有 意 に低得 点 を示 し、 それ 以外 で は有意 差 はみ られ なか った と して い る。 とこ ろで、今

回の調 査 で はEAT平 均 得点 は15.5で あ り、上 記 の諸 調査 とほぼ 同様の 結果 とな った。ま

た、30点 以 上 の高得 点 者 は17名(7.6%)で あ ったが 、 これ もButtonの 報告 ときわめ て

近 似 した値 を示 して い るこ とが わか った。ところで、最 近 の先進 諸 国 にお け るAnorexia
の

Nervosaの 頻度 は どの程 度 で あ るの か。Crispら(1976)に よれば 、女生 徒12 ,391名 の調

査 を行 っ て、16歳 以 上 の女 生徒1000名 中10.5名 のAnorexiaNervosaを 見 い だ して い
　　　

る 。Popeら(1984)は 、300名 の 一 般 女 性 の 調 査 で0.7%にAnorexiaNervosaの 病 歴 を

　　　

み とめ て い る。 わ が国 の 中枢 性 食異常 調査 研 究班 の報告(1982)に よ る と、東 京の 女子

高 生 の0.22%がAnorexiaNervosaで ある と指 摘 して い る。 こ うした諸 調査 を概 観 す る

と、AnorexiaNervosaの 有病 率 は青 年期 女子 の0.2%～1%程 度 と推 測 され る。本調 査

の 結果 は この推 測 を あ る程 度 支持 す る もの と思 われ るが、EATとAnorexiaNervosa

の 関連 につ いては 、わ が国 にお け るAN患 者へ の 実施 、 あ るいはEAT高 得 点 者へ の面

接 とい った よ り詳細 な検 討 が必要 で あ ろ う。 しか し、 少 な くと も今回 の結果 は 、わ が国

の近 年 に お けるAnorexiaNervosaの 増加 の実 態 を反映 した もので あ り、 日本 にお いて

も、青年 期 女子 の5%程 度 の ものがAnorexiaNervosaのsubclinica1な 状 態 に あ るこ と

を推 測 させ る もの とい え よ う。

3)Bulimiaに つ い て

む ち ゃ食い(bingeeating)は 、Bulimia(大 食症 あ る いは過 食症)の 中心 的 な食行 動
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　らド

異常であって、野上 によれば、心理的 ス トレス状況下 にある人物(す なわ ち青年期の適

応障害 にある女性)が 、発作的 に自制困難な摂食の欲求が生 じ、ひそかにきわめて大量

の食物 を強迫的に摂取する異常行動であ り、結果的には満足がな く、悔 いを残すのが常

で、 自己蔑視にいうどられた憂 うつ感が存在す るとされ る。本調査 では、止め られない

　の

ほ どのむ ち ゃ食 い(bingeeating)の 経験 の あ る もの は、16.1%で あ った。 野上 らの 、東

京 の女 子 高校生 、女 子 短大 生 、看護 学生 、栄 養専 門学 生 、女 子体 育大 生 を対 象 に した調

査 で は、bingeeatingの 経験 が あ る と判 定 され た もの は約8%で あ った。 た だ し、 この

調 査 で は、① 激 しい摂 食衝 動 が突 発す る、② 短 時間 内 に大量 の 食物 を消 費す る、③ 以上

の よ うな過 食発作 後 に後悔 す る、

表12.DSM-IIIに よるBulimiaの 診断基準 ④ この過 食発 作 を 自己制御 で き

1)む ちゃ食いのエ ピソー ドの反復。

2)以 下の少 な くとも3項 目。

①むち ゃ食い時の高カロ リーで消化 されやすい

食物の摂取。

②む ちゃ食い時の盗み食い。

③ こうした摂 食のエ ピソー ドが頭痛 、睡眠、他

人の干渉 または 自ら誘発する嘔吐で終 ること。

④厳 しい食事制限、 自ら誘発する嘔吐 、あるい

は下痢 または利尿剤の使用による体重減少の

試みの繰 り返 し。

⑤む ちゃ食い と断食の交代による、10ポ ン ドを

超 える頻繁 な体重変動。

3)摂 食パ ター ンが異常であることの 自覚 、お よび

自らの意志で摂 食をやめ ることがで きないので

はないか とい う恐れ。

4)む ちゃ食い後の抑 うつ気分 と自己卑下。

5)大 食のエ ピソー ドは 「神経性無食欲症 」または

いか なる身体疾患 に も起 因 しない。

な い、以 上4条 件 がす べ て満 た

され る もの の み をbingeeater

とす る とい う厳格 な条件 がつ け

られ てお り、 こ う した条件 の相

違 を考慮 す る必要 が あ ろ う。 っ

ぎに、 「食べ た後 で吐 く」と答 え

た もの は1.3%で あった。上 記 の

野上 らの 調査 で は、0.4%～10.4

%で あ り、 また 、 山梨 の女 子短

大 生236名 と大 阪 の 専 門学 校 女

子 学 生220名 を対 象 にBulimia
　ユ サ

の実 態調 査 を行 っ た切 池 らの報

告 では8.4%で あ った。また、下

剤 を使 用 して い る もの は1.8%

にみ られ たが、上 記 の野上 らで

は2.0%、 切 池 らで は4.6%で あ り、ほ ぼ近 似 した結 果 となっ た。

上 述 の よ うに、過 食 を しては 嘔吐や 下 剤 を使用 して体 重 の増加 を防 ぐな ど、DSM-IIIの

Bulimiaの 診断 基準(表12)を ほぼ 満 た して いる と考 え られ る学生 の 比率 は、 今 回の調 査

ヨ　　

で は1.8%で あ った。これ を外 国 にお け るBulimiaの 調査 と比 較 してみ る と、Stanglerら
　　ミ

(1980)の 男 女 大 学 生500名 に よ る 調 査 で は3.8%、Halmiら(1981)の ニ ュ ー ヨ ー ク の 女

　 　

子 大生355名 を対 象 と した調査 では19%、Cooperら(1983)の 英 国 の15歳 ～18歳 の女 子
　　　

369名 を対 象 に した調 査 では3.5%、Pyleら(1983)の 女 子大 生575名 の調 査 で は1%、
ユ　　 　

Hartら(1985)の ヴ ァー ジニ ア州 の 女 子 大 生234名 の 調 査 で は5% 、Zuckermanら

(1986)の ニ ュー イン グラン ドの女 子 大学 生631名 の調査 では4%な ど と、Halmiを 除 い
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て だ いたい1%～5%で あ る。 また、わが 国の調査 で は、野 上 らの報告 で は0.4%～3.0
　ロ

%で あ り、切 池 らの報告 で は2.9%と な って お り、今 回の結果 もほぼ これ らの範 囲 に入 る

結 果 とな った。

4)身 体 イ メー ジにつ いて

本調 査 では、標準体 重比85%以 下 のやせ は11.2%、85%～100%の ものが52.0%で 、全

体 の63.2%の ものが標 準体重 以下 で あっ たが、 「自分 は太 ってい る」と考 えて い る ものは

72,2%に 達 してい るこ とが わか った。 しか し、体 重別 に この 自己評価 を分 析 す る と、約

半数 の ものは 自分 の体 重 を過 大評 価 して、実 際 は標 準体 重以 内で あ って も 「自分 は太 っ

て い る」 と考 えてお り、 多 くの ものが 身体 像 の歪 み を持 ってい る こ とが わか った。 また 、

理 想 とす る体 重 につ いて は、標 準体 重比85%～100%と す る もの は65.9%で あ り、85%以

下 のやせ を理 想 とす る ものは27。8%で 、 か な り高度 なや せ を理 想 と して いる こ とがわか

った。 こ うした傾 向は、 「太 りす ぎるの が恐 い」 とす る もの59.6%、 「体 に脂 肪が つ いて

い る とい う思 いで頭 が一杯 で あ る」 とす る もの40.8%と い った結 果 に も表 れてお り、一

般 学生 の 中に強 い肥満恐怖 とやせ 願望 が 広 く浸透 して い る様子 が うかが えた。 ところで、

肥満恐怖 と身体 イメー ジの混 乱 とい った状 態 は、AnorexiaNervosaの もっ とも中心 的

な特徴 で ある。 それ以外 の症状 、 た とえば、極端 な体 重減 少 、体 重 を減 らそ うとす る努

力、奇妙 な摂 取態 度、 あ るいは活動性 の 充進 といった ものは 、 これ らの二 つの傾 向 が生

み 出 した結 果 に過 ぎず 、 いわば極端 な飢 餓状 態 に対 す る心 理 的反 応で あ り、一種 の 防衛

機 制 で あ る と考 えられ る。実 際 、AnorexiaNervosaの 患者 をみ てい る と、骸骨 の よ う

に見 えるに もかか わ らず 、そ うしたやせ を恥 じる こ ともな く、む しろやせ てい るこ とを

ま った く認知 して いな いかの よ うに振 舞 って いる様子 に は驚 か され る。で は、Anorexia

Nervosa患 者 と一 般 女性 の もつ 肥満 恐怖 と身体 イ メー ジの 混乱 に相 違 が あ るの か ど う

か、違 いが あ る とすれば 質的 な もの なの か量的 な もの なのか、 といった疑 問は残 るが 、

少 な くと も、現 代 にお け る摂 食障害 の増加 につ いて は、一般 青年 期女 子の 間に浸透 す る

強 いやせ 願望 と肥満 恐怖 が深 く影響 してい るこ とは否 定 で きない もの と考 え られ る。摂
　　 　　　 ヨ　ロ　 　

取障害 と現代社会の関連については、すでに馬場や野上や下坂 らの論述があるが、やせ

願望や肥満恐怖の背景に、成人病の予防 と関連 した肥満は悪 とされる風潮、やせ を美 と

するマ スメディアの浸透、ユニセックス風現象にあらわれる男女関係の構造的変容 とい

った現代の社会的文化的変化が大 きく影 を落 としている もの と思 われるが、それらが一

体 どのように関連 しているのか といった実証的な検討は今後の重要な課題であるといえ

る。
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V.ま と め

大 手前 女子 大学1回 生223名 を対 象 に、Garnerら のEAT(EatingAttitudesTest)

の 日本語 版 と身体 イ メー ジに関す る調査 を行 い次 の結 果 を得 た。

①EAT得 点 の平均 値 は15.5で あ った。学 科 別 では、史学科 が15。7、 美学 美術 史学科 が

15.9、 英 米文 学科 が14.5で 、学科 間 に差 はみ られ なか った。

また、最 高 得点 は48点 、最 低得 点 は1点 で あ った。

②EAT得 点 は約半 数 の ものが10点 か ら19点 の範 囲 に分 布 してい た。一 方 、Garnerら

に よ ってAnorexiaNervosaと 正 常対 照 群 を分 け る臨 界点 とされ る30点 を超 え る

もの は17人(7.6%)で あ った。

③ 異常 食行動 につ い ては、む ち ゃ食 い(bingeeating)は16.1%、 自己誘 発性 嘔 吐 は1.3

%、 下剤 の使 用 は1.8%に み られた。また、食後 の 自己卑下 を訴 え る もの は13,0%で

あ った。 これ らの結果 か ら、DSM-IIIのBulimiaの 診断 基準 を満 た して い る可 能性

が高 い と思 わ れ る もの は1.8%で あ った。

④ 「太 りす ぎるのが 恐 い」と答 え た もの は59.6%、 「体 に脂 肪 がつ いて い る とい う思 い

で頭 が一杯 で あ る」は40.8%、 「もっ とやせ た い とい う思 い に夢 中に な って い る」は

39.0%な ど と、肥満 に対 す る強 い恐れ とやせ 願望 が 一般 学生 の 中 に広 く存在 す る こ

とが っか が えた。

⑤ 平 均 身長 は158.9cm、 平 均体 重 は52.1kgで あ った。これ よ り算 出 された標 準体 重 は

53.Okgと な り、肥 満度 の平均 値 は98.3%で あ った。

⑥ 体 重分 布 で は、標 準体 重比85%～100%の ものが もっ とも多 く52.0%で あ ったが 、標

準体 重の85%以 下 で あ るやせ は11.2%に み られ た。 全体 としては、標 準体 重以 下の

もの は63.2%で あ った。

⑦ 自分 の望 む理 想の体 重 につ い ては 、標 準体 重 比85%～100%と した もの が65.9%で 、

85%以 下 のやせ を望 む もの は27.8%で あ った。

⑧ 自分 の体 重 につ いて 、太 って い る と感 じて い る もの は72.2%で あ ったが 、体 重別 に

自己評価 を分 析す る と、50.7%の もの が 自分 の体 重 を過 大 評価 してお り、 た とえ標

準体 重 以内 にあ って も多 くの もの が 自分 を太 って い る と感 じてい る こ とが わか った。

稿 を終 えるにあた り、 多くの貴重 な御教示 を賜 りました森道子教授 に心 より厚 く御礼

申し上げます。 また、調査 につ きましては大手前女子大学生の協 力を頂 きました。記 し

て謝意 を表 します。
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資料 一調 査 表

こ の ア ン ケ ー ト'は現 代 人 の 食 行動 と意 識 を 知 るた め に 調査 す る もの で す。

全 体 の 傾 向 を調 べ る もの で あ り、 個 人の 資料 とは し ませ ん の で 、 正 確 に 記 入 して 下 さい 。

① 性 別1女2男

② 年 齢 歳

③ 現 在 の 身 長cm

④ 現 在 の 体 重kg

⑤ 現 在 の 身 長 に な っ て か ら最 も太 っ て い た 時 はkg

⑥"最 もや せ て い た 時 はkg

⑦ あ な た は現 在 の体 重 を どの よ うに 感 じて い ます か?あ て は まる 番号 に ○ をつ け て 下 さい。

1,非 常 にや せ て い る2.少 しや せ て い る3.ち ょ う どよ い

4.少 し太 って い る5.非 常 に 太 っ て い る

⑧ あ な たの 理 想 の体 重 はkg

次 に40の 質 問 が あ り ます 。 そ れ ぞ れ も っ と もあ て は ま る番 号 に ○ をつ け て 下 さ い。

そんな時も めったにいっも 非常に よくある
そうた よくある ある ない

12341)1)人 と 一緒 に 食事 をす るの が 好 きで あ る。

2)自 分 で は 食べ な いの に 人の ため に 食 事 を作 って あげ る。

3)食 事 の こ とを 考 えた だ けで 不安 に な る。

4)太 りす ぎ るの が 恐 い。

5)空 腹 で も食べ な い よ うに して い る。

も

、

渡
ひ

6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 FD 6

1 2 3 4 5 6

6)食 べ 物 の こ とで 頭 が 一杯 で あ る。

7)止 め られ な いほ どム チ ャ 食 い した こ とが あ る。

8)食 べ る と きは小 さ くき ざ ん で 食べ る。

9)自 分 の 食べ る もの の カ ロ リー は よ く知 っ て い る。

1ω 炭 水化 物 の 多い 食べ 物(パ ン、 ポ テ ト、 ご飯 な ど)は

特 に避 け て い る。

る

潮

あ

トF
く

耳

よ

2

も

だ
つ
う

い
そ

1
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食 行 動 と

資 料 〔つ づ き1

11)食.事 の 後 は 満 腹 感 を感 しる。

12)人 は 私 が も 一,と食 べ た ら よ い と思 っ て い る よ うだ 。

13喰 べ た 後 で 吐 く。

14)食 べ た 後 ひ ど く気 が とが め る。

15)も っ とや せ た い とい う思 い に 夢 中 に な っ て い る。

身 体 イ メー ジ

いつ も 」レ常に

そうた よくある
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よ くある
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16)カ ロ リー を消 費 す る た め に 生 懸 命運 動 して い る。

17}・ 日に何 回 も体.重 を測 る。

18}体 に ぴ 一・,たり と合 う服 が 好 きで あ る。

19)肉 類 を 食 べ るの が 好 き で あ る。

20庫 月E県く起 き る。
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2D毎 日同Lも の を 食べ て い る。

22)運 動 をす る 時 は カ ロ リー の 消 費 の こ とを 考え て い る。

23)規 則正 し く生 理 が あ る。

24)自 分 は や せ 過 ぎだ と人 に思 わ れ て い る。

25)体 に 脂 肪 が つ い て い る とい う思 い で 頭 か1一杯 で あ る 。
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26)食 事の 時 間か 人よ り長 い 。

27ル ス トラ ンで 食 事 をす るの か 好 きで あ る。

28)F剤 を 飲 ん で い る。

29)砂 糖 の 入'った 食 べ 物 を避 け て い る。

30)ダ イエ ッ ト食品 を 食べ て い る 。
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食行 動 と身体 イ メー ジ

資来十(つ!ブ き)

31)一 日中 食 べ 物 の こ とが 中心 に な っ て い るよ うに思 う。

32)食 べ 物 に つ い て は 自制 心 を発揮 して い る。

33)人 は 私 に 無理 に 食べ させ よ う と して い るよ うに思 う。

34)食 べ 物 の こ と を考 える の に 時 間 を と り過 ぎて い る。

35)便 秘 して い る。
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36)甘 い もの を食 べ た 後 は イ ラ イ ラす る。

37)ダ イエ ッ トに夢 中 に な っ て い る。

38)空 腹 で い るの が 好 きで あ る。

39)食 べ た こ との な い よ うな こ っ て り と した もの を 食べ て

み るの が 好 きで あ る。

40)食 事 の 後 で吐 き た い衝 動 にか られ る。

いつも 非三常に そんな時も めったによくある

そうだ よくある ある ない
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